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Abstract 


Gregory strain of ECHO virus type ll contained two types of plaque variart 
viruses. The distinguishable characteristics between them are preserted as follows : 
the properties of large plaque (Lp) variant virus are that 4.0 to 6.0 mm in diameter 
of plaque size, less titer of the virus produced in infected HeLa cells than that of 
small plaque (Sp) variant virus, poor adsorption onto HeLa cells, weak cytopathoge- 
nicity, thermolability at 50C, sensitivity to the interferon-like substance prepared 
from culture fluids of Sp virus carrier HeLa cells and to be easily neutralized with 
anti-Lp and anti-Sp rabbit serum are observed. On the other hand, the peculia:ity 
of the Sp variant virus is that 0.5 to 1.0 mm in diameter of plaque size, high adsor- 
ption onto HeLa cells, intensive cytopathogenicity, thermostability at 50C, weak 
sensitivity to the interferon-like substance and remarkable breakthrough-phenomenon 
are demonstrated. 
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ECHO ウイ ルス 11 型 は 無菌 性 髄 膜 炎 や 発疹 症 の 原 
因 ウ イル ス と し て 知ら れ 我 国 で も 上 記 症 状 を 示し た 愚 
児 の 散発 例 か ら 本 ウイ ルス の 分 離 が 報告 され ん て いる 
( 多 ヶ 谷 1970). 

また 本 ウイ ルス は 組織 培養 細胞 を 用 いた 風疹 ウイ ル 
ス の 増殖 を 知る た め の 干 渉 ウ イル ス と し て 日 常 使用 さ 
れ , その ウイ ルス 原 株 は 広く 各地 の 研究 機関 検査 部 
門 の 施設 で 保存 され 実験 に 供 さ れ て いる 現況 で ある . 

著者 は ECHO ウイ ルス 11 型 と HeLa 細胞 の 系 に 
お ける 持続 感染 の 機 作 に 関す る 研究 経過 中 に ECHO 


ウイ ルス 11 型 の 原 株 に plaque の 大 き さ を 異 に する 2 
種 の 変異 ウイ ルス が 混在 し て いる の を 認め た . これ ら 
の 二 種 の 変異 ウイ ルス は HeLa 細胞 に 対す る 変性 効 
果 や 耐熱 性 . 特に 変異 ウイ ルス の 持続 感染 細胞 が 産生 
する イン ター フェ ョ ドン 様 物質 に 対す る 感受 性 な ど で 相 
互 に 著しく 異 っ た 性 状 を 有 し て いる こと を 知っ た . 

上 記 の 変異 ウイ ルス の 人 性状 に 関す る 研究 は ECHO 
ウイ ルス に よる 持続 感染 の 解析 や 腸管 系 ウイ ルス 相互 
の 感染 様式 の 分 析 的 考察 に 重要 な 資料 を 提示 する の で 
以下 に その 実験 成績 を 報告 する . 


実験 材料 と 実験 方 法 


ウイ ルス : ECHO ウイ ルス 11 型 (Gregory 株 ) 
は 国立 予防 衛生 研究 所 腸 内 ウイ ルス 部 か ら 風 疹 ウイ ル 
^ M 233 株 は 熊本 , 化学 及び 血清 研究 所 か ら そ れ ぞ れ 
分 与 を うけ た . 

細胞 : HeLa 細胞 及び ミド リザ ル 腎 細胞 の 初代 及 
び 二 代 継 代 塔 養 の も ゃ の を 用 いた . 前 者 は 当 研 究 室 で 継 
代 き れ た も の で あり , 後者 は 熊本 化学 及び 血清 研究 所 
か ら 使 用 の た びに 分 与 を 受け た . HeLa 細胞 は 10% 
和牛 血清 加 Hanks 液 , ミド リザ ル 腎 細胞 は 10%4i 
清 加 Eagle 液 で 培養 し , 維持 培地 は HeLa 細胞 に は 
2% 仔 和牛 血清 加 Hanks 液 , ミ ドリ ザル 功 細 胞 に は 2 
仔牛 血清 加 Eagle 液 を 使用 し た . 

Plaque ik: Barron 等 (1965) の 方 法 に 準じ て 
行っ た . 50 ml の Plaque 用 匿 養 瓶 で 培養 され た 単 層 
の HeLa 細胞 を puck 液 で 二 回 洗 涼 後 ウイ ルス 液 
0.2 ml を 加え 37C 1 時 間 吸 着 し た . REB 25 
和牛 血 清 , 1% Difco Noble 寒天 , 0.1 久 酵母 エキ ス , 
0.5 ラク ト ア ルプ ミン 水 解 物 加 Earle 液 を 4.5 ml 
ずつ 一 次 重層 し た . 37C で 6 日間 静 置 培養 し た 後 , 
0.1% 中 性 紅 溶液 16.5 ml を 上 記 一 次 重層 寒天 培地 
200 ml に 加え た も の を 4.5 ml ずつ 二 次 重 層 し , 2C 
一 夜 保 っ た 後 , plaque の 人 性状 を 観察 する と 共に その 
数 を 算定 し た . 

Plaque 変異 ウイ ルス の 純化 : 発育 培地 を 除い て 
Puck 液 で 洗 河 し た HeLa 細胞 の 単 層 培養 に ECHO 
ウイ ルス 11 型 保存 株 の 10 倍 階段 稀釈 液 0.2 ml を 加 
え 上 記 の plaque 法 に 従っ て 塔 養 し た . COB, 生じ 
た 大 , 小 二 種 の plaque OPOY ASH CHI LHF 
区 地 に 替え た HeLa 細胞 培養 の 試験 管 に 接種 し , 37 て 
CH Lic, 増殖 し た ウイ ルス を 再び 単 層 培 養 の 


HeLa 細胞 を 用 い plaque 法 を 行っ た . 本 法 を 数 回 反 
覆し て 単 一 性 状 の plaque の み 出 現す る こと を 確か め 
て plaque 変異 ウイ ルス の 純化 株 と LE. 

一 段 増殖 実験 : 発育 培地 を す て て , Trypsin 消化 
し Puck 液 で 洗 湊 し た HeLa 細胞 を 維持 液 に 再 浮 漠 
し た も の を 二分 し , それ ぞ れ に 大 小 の plaque を 示し 
た 変異 ウイ ルス 液 を moi=1 の 割合 に 加え , 37C の 
恒温 槽 の 中 で ゆる や か に 振 納 し つつ 1 時 間 吸 着 感 染 し 
た . これ に 10 倍 稀釈 抗 血 清 を 等 量 に 加え 37'C 30 分 
保っ て 未 吸 着 ウ イル ス を 中 和 し , 再び 遠心 洗 消し て 維 
FPS PRS Lic, この 感染 細胞 浮 沸 液 を 5 ml ず 
つ , 予め 温め て お いた 50 ml KO plaque HRC 
分 注 し 37C に 静 置 し て 培養 し た . その 後 , 所 定 の 時 
間 に 2 本 ずつ 取り 出し て 維持 液 を 別に 保存 し た 後 , 細 
胞 を Ruber-policeman で 語 離 し 新しい 維持 液 5 ml 
に 再 浮 六 し て ウイ ルス 量 の 測定 に 供する まで 一 70 で C 
に 保存 し た . ウイ ルス 其 の 測定 は HeLa 細胞 培養 の 
試験 管 法 で 行っ た . 保存 し た 基 養 維持 液 及 び 細 胞 の 凍 
結 融 解 遠 心 上 清 (富永 製 No.90UV 冷却 遠心 機 No. 
30 ロー タ を 使用 7000 r.p.m. 30 分 遠心 上 清 ) を それ 
ぞ れ lOofÉERRRL, その 0.2m ずつ を 接種 し 
た . Plaque 法 で は 吸着 後 一 次 寒天 塔 地 を 重層 し た 後 , 


. 6 日 後に 二 次 寒 天 を 重層 し , 生じ た plaque を 算 え た . 


試験 管 法 で は その まま 870 X 4 日 目 に 細胞 変 
性 の 有無 を 指標 と し て 観察 し , ウイ ルス 量 は いずれ も 
Reed and Munch 法 で 算定 し た . 

吸着 試験 : MEORE EALER, 
plaque HEMO HeLa 細胞 培養 を Puck 液 で 洗 
WEL, これ に 100 PFU/0.5 ml の ウイ ルス 液 を 加え 
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37C で 所 定 の 時 間 吸 着 さ せ た . 本 法 で は 未 吸 着 ウ イ 
ルス を 算定 する た め , 培養 液 を 別に 一 70C に 保存 し 
た . 所 定 の 時 間 , ウイ ルス の 吸着 を 行っ た 細胞 は 
Puck 液 で 再び 洗 汐 し て 一 次 寒天 を 重層 し 37C で 6 
日 間 菩 養 し た 後 , 二 次 寒 天 培 地 を 重層 20C に て 一 
夜 保っ た 後 plaque 数 を 算 え た . 浮 流 細 胞 を 使用 し た 
実験 で は 単 層 塔 養 の HeLa 細胞 を Trypsin で 消化 , 
WL, 維持 液 に 再 洋 渡 し た も の に moi=1 の 割 に ウ 
イル ス 液 を 加え 37C OFM CH LATE RE 
させ た だ . これ を 富永 製 CR 一 85E 遠心 機 で 1500 回 転 
15 分 間 遠 心 し 上 清 中 の 未 吸 着 ウ イル ス を plaque HC 
算定 し た ほか , 沈 湾 の 細胞 は 維持 液 た 再 浮 湊 し て 予め 
plaque HIER SUBE Ne HeLa 細胞 の 上 に 
移し その まま 一 次 寒天 を 重層 し 常 法 の plaque HCH 
FLE. 

変異 ウイ ルス に よる 細胞 変性 効果 の 比較 : HERE 
地 に 再 浮 湊 し た HeLa 細胞 に moi=0.45 の 割合 に 
ウイ ルス 液 を 加え その まま 5mld oRGSNCAGEL 
37C に 静 置 塔 養 し た . 所 定 日 数 毎 に 培養 瓶 2 本 ずつ 取 
り 出 し 維持 液 を 除き 静か に 洗 光 し た 後 ガ ラス 壁 に 附 汗 
し て いる 細胞 を Trypsin 消化 し て 集め 血球 計算 盤 で 
その 数 を 算 え た . 


E BR 


Plaque 変異 ウイ ルス の 分 離 : ECHO ウイ ルス 11 
型 と し て 保存 され て いる 標準 株 の Gregory 株 は Fig. 
la に 示さ れ た 様 に 直径 4.0—6.0mm “Large plaque 
variant (Lp)” 及び 直径 0.5—1.0 mm “Small pla- 
que variant (Sp)" の plaque 性 状 を 示す 2 種 の 変 
異 ウ イル ス が 認め られ , 当 研 究 室 保存 の 原 株 で は Lp 
ウゥ ウイ ルス は 1.6x103 PFU/0.2 ml, SP ウイ ルス は 
8.4x104/0.2 ml の 割合 に 含ま れ , その 比 は Lp: Sp 
=1:52 で あっ た だ た. 既 述 の りょう ら に HeLa 細胞 を 用 い 
て 変異 ウイ ルス を plaque 純化 し た が , それ ら は 60 
代 継 代 を 重ね て も Lp ウイ ルス 及び Sp ウイ ルス が 
相互 に 混在 し て 出現 する こと な く 純 化し た 2 種 の 変異 
ウイ ルス は HeLa 細胞 で 継 代 する 限り 同一 形態 の 
plaque の み 出 現し その plaque 性 状 は 安定 し て いる 
こと が らち か が われ た (Fig. la, lb, 1c). 

変異 ウイ ルス の HeLa 細胞 内 増殖 : 洋 流 細 胞 を 用 
いて moi-l で 感染 を 行っ た 際 の 一 段 増殖 実験 の 成 
績 は Fig. 2 CHS, Lp 及び Sp 変異 ウイ ルス は 細 
胞 内 ウイ ルス 量 及び 放出 ウイ ルス 量 と も 4 時 間 目 か ら 


熱 抵抗 試験 : «MESSED HeLa 細胞 に ウイ ルス 
を 接種 し 充分 に 細胞 変性 が 発現 し た 後 細胞 を Ruber- 
policeman C#IBEL, 低速 遠心 に よっ て 集め た 沈 溶 
の 細胞 を MgCl? 及び CaCl ZRAZ 
SAF LSU BLEUE LCR, AIC RPE Le 
これ を 凍結 融解 し , その 遠心 上 清 (一 段 増殖 実験 の 場 
合 に 準じ た 方 法 ) を ウイ ルス 液 と し て 供 試し た . この 
ウイ ルス 液 1 ml ずつ を 試験 管 に 分 注 し 50C OB 
で 振 洗 し つつ 加 温 し , 所 定時 間 後 に 2 本 ずつ 試験 管 を 
取り 出し て 直ちに 水冷 し た 後 , 一 70C に 保存 し た . 
ウイ ルス 量 の 測定 は HeLa 細胞 を 使用 し た 試験 法 に 
lod | 

免 疲 血清 の 作成 と 中 和 試 験 : Plaque 純化 し た ウ 
イル ス 液 (Lp は 106 PFU/ml, SP は 6x106 PFU 
/ml) の 5ml を 1 週間 隔 で 家 更 に 3 回 静 注 し , 最終 
注射 か ら 10 日 後に 採血 し た . 

中 和 試 験 に は 試験 管 培養 の HeLa 細胞 を 用 い , pL 
血清 及び ウイ ルス の 混 液 を 37C 1 時 間 保っ た 後 , そ 
の 0.2 ml ずつ を 各 稀 釈 3 本 の 細胞 培養 の 試験 管 に 接 
EL, 次 日 細胞 変性 の 程度 を 観察 し た . そし て 100 
TCIDso/0.2 ml を 中 和 す る に 要する 抗 血清 の 最高 稀 
釈 度 を 中 和 抗 体 価 と した. 


[3 績 


急上昇 する の が 認め られ る が Log 10 の 指数 を 指標 と 
し て 細胞 内 ウイ ルス 量 を みる と 4 時 間 目 Lp 3.75, Sp 
4.75, 8 時 間 目 Lp 4.50, Sp 5.50, 14 時 間 目 Lp 
4.75, Sp 6.0, 24 時 間 目 Lp 5.50, Sp 6.75 と Lp 
ウイ ルス の 増殖 は Sp ウイ ルス の それ に 比べ て わずか 
に 低い 値 を 示し て いる . し か し , 放出 ウイ ルス は 4 時 
間 目 Lp 4.25, Sp 4.50, 14 時 間 目 Lp 4.50, Sp 
5.25, 24 時 間 目 Lp 5.25, Sp 5.50 で あっ て , "v 
イル ス の 放出 に は ほとん ど 差 が な いこ と を 示し て い 
る . 

変異 ウイ ルス の HeLa 細胞 へ の 吸着 : 成績 は Fig. 
3 に 示さ れる が 実験 1 で は 単 層 培養 細胞 を 実験 2 で は 
浮 攻 細胞 を 使用 し た 場合 で ある . いずれ も 同様 の 傾向 
を 示し , Sp ウイ ルス の 吸着 率 は 10 分 で 44~67.7%, 
20 分 で 68~70.5%, 60 分 で 73—88.825, Lp ウイ ル 
ス は 10 分 で 13.3%, 20 分 で 26.3%, 60 分 で 37.7% 
を 示し , Lp ウイ ルス の HeLa 細胞 へ の 吸着 は Sp v 
イル ス の それ に 比べ て 著しく 悪い こと が 明らか で あっ 
72, 
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Fig. ja Plaque formation of Fig. 1b. Large plaque formation Fig. le Small plaque formation 
ECHO virus type 11, of plaque purified of plaque purified 
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変異 ウイ ルス の 細胞 変性 効果 : Lp 及び Sp BR 
ウイ ルス を それ ぞ れ moi=0.45 CHW HeLa 細胞 に 
感染 し 37C で 静 置 培養 し た 後 ガラ ス BEI HELI 
殖 す る 細胞 数 を 算定 し た 結果 を Fig. 4 に 示し た . Sp 
変異 ウイ ルス に よる 細胞 変性 は 著 明 で 3 日 月 で は 1 x 
104/ml 以下 の 生 残 細胞 数 で あっ た が , Lp 変異 ウイ 
ルス で は 1.1x105/ml の 細胞 が な お 算定 され た . 3 
日 目 の 培 養 液 内 の ウイ ルス 生産 量 は Sp 及び Lp Æ 
異 ウ イル ス と も それ ぞ れ 2.4x106 PFU/ml, 2.0x 
106 PFU/ml を 示し 放出 ウイ ルス 量 に は 大 差 を 認め 
な か っ た . 


NUMBER OF CELLS ATTACHED ON GLASS 一 WALLa(log 10) 


1 2 3 
INCUBATION DAYS 


Fig. 4. Cytopathic effect of Lp and Sp variant 
viruses to HeLa celis. 
O—O Lp variant virus 
Aene A Sp variant virus 


変異 ウイ ルス の 熱 抵抗 性 : Lp 及び Sp 変異 ウイ 
ルス を MgClz・6 H20 及び CaCl PMMA 
酸 緩 衝 液 に 洋 涯 し た 場合 60C 30 分 の 加熱 で は ウイ ル 
ス 量 の 低下 は ほとん ど 認 め ら れず , 腸管 系 ウイ ルス ネー 
般 の 性 状 を 示し た . し か し Mg 及び Ca イオ ン を 除 
いた 焼 酸 緩衝 液 を 用 いた 場合 Lp 変異 ウイ ルス は 50€ 
15 分 で ほとん ど 不 活化 され , 101.5 TCIDso 以下 を 
示し , Sp 変異 ウイ ルス は 非 加 熱 で 105.5 TCIDso/ 
ml, 50C 20 分 加熱 で 104.0 TCIDso/ml を 示し , 
両 変異 ウイ ルス 間 に 著 し く 耐 熱性 に 差 が 認め られ た . 
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Fig. 5. Effect of heat on infectivity of Lp 
and Sp variant viruses, 

Q——O Lp variant virus 

Aes A Sp variant virus 


変異 ウイ ルス の 血清 学 的 性 状 : Lp 及び Sp ウイ 
ルス と その 抗 血清 の 組合 せ で 行っ た 中 和 試 験 の 成績 は 
Table 1 CHS, 本 表 で 特に 注目 され る こと は , 抗 
Lp ウイ ルス 血清 は Lp ウイ ルス 及び Sp ウイ ルス と 
も よく 中 和 す る が , 抗 Sp ウイ ルス 血清 に よっ て Lp 
ウイ ルス は よく 中 和 され る に も か か わら ず , BRO 
Sp ウイ ルス は 却って 中 和 さ れ 難 いこ と で ある . B, 
Sp ウイ ルス は 自 原 の 抗 血清 に ょ る 中 和 の 場合 BL 
い breakthrough 現象 を 認め , 培養 5 日 目 で は 僅か 
に 10 倍 稀釈 血清 で の み 中 和 さ れ た . 


Table, 1. Neutralization test between Lp or 
Sp variant virus and homologous 


or heterologous antiserum. 


antiserum against 


| Lp virus Sp virus 


virus | 


incubation days 


Lp 320 320 320 | 160 88 80 


Sp 320 160 160 80 10 10 


The inoculation of 100 TCIDso of Lp and Sp 
variant virus have been presented complete 
cell destraction at the 4th day after inocula- 
tion. 


ECHO ウイ ルス の 中 に は 同一 ウイ ルス 型 に 属し な 
が ら 抗 血清 に 中 和 さ れる 程度 が 異な る 変異 株 が 知ら 
^, 特に ECHO ウイ ルス 4 型 及 び 6 型 に つい て 詳し 
い が , ECHO ウイ ルス 2, 5, 7, 11, 13, 15, 17, 22, 
24, 25, 29, 30 及び 31 型 に も 同様 の 現象 が 認め られ 
日 常行 検査 に 当っ て ECHO ウイ ルス の 同定 の 際 , 
特に 留意 すべ きこ と が 指摘 され て いる RS, TA, 
中 野 他 1967), Lal, これ ら の 血清 学 的 性 状 の 変 
異 の 経験 以外 に ECHO ウイ ルス の 変異 に 関す る 基礎 
的 研究 は 意外 に 少く , Karzon, Pollock, and Barron 
(1959), Barron and Karzon (1965), Suto, Karzon 
and Bussell (1965) の ECHO ウイ ルス 6 型 に 関す 
る 一 連 の 研究 と Barron and Karzon (1961) に よる 
ECHO ウイ ルス 4 型 に 関す る 研究 を みる に すぎ な い . 
ECHO ウイ ルス 11 型 の サル 菅 細胞 継 代 に 伴う 変異 に 
関し て 人 須藤 (1963) が ECHO ウイ ルス 6 型 の 変異 に 
類似 の 現象 を 認め る と 指摘 し て は いる が , それ ら に つ 
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変異 ウイ ルス の イン ター フェ ロン 様 物質 に 対す る 感 風疹 ウイ ルス の 増殖 と 変異 ウイ ルス の 被 和 干渉 能 : 
受 性 : 次 報 で 詳細 に 述べ られ る が Sp 変異 ウイ ルス ミ ドリ ザル 堅 培 養 細胞 に 風疹 ウゥ イル ス M 33 株 を 感染 
の 持続 感染 細胞 で 102 代 継 代 で 既に ウイ ルス の 放出 を させ 4 AER, 維持 液 を 更新 し て さら に 4 日 間 培 
認め な く な っ た 細胞 の 培養 液 中 に は イン ター フェ ロン 養 後 , Lp 及び Sp ウイ ルス を それ ぞ れ 100 TCIDso 
様 活性 が ある こと が 判っ た . イン ター フェ ロン の 調製 及び 1000 TCIDso を 接種 し 細胞 変性 の 有無 を 観察 し 
は 常 法 に 従っ て 上 記 の 菩 養 液 か ら 作成 し た 試料 を 用 い , た . 風疹 ウイ ルス を 接種 し て いな い 細 胞 で は Lp 及び 
その lof fA CALL. HeLa 細胞 培養 た それ Sp ウイ ルス に よる CPE は 4 日 目 に 完全 に 発現 し た 
ぞ れ Sp ウイ ルス 及び Lp ウイ ルス を 感染 し 24 時 間 が , 風疹 ウイ ルス が 増殖 し て いる 試験 管 で は Lp 及び 
後 の ウ イル ス 産 生 量 を 測定 し た . Table 2 に みる よ Sp ウイ ルス に よる CPE は 発現 せ ず , 風疹 ウイ ルス 
うに Sp ウイ ルス で は 16%, Lp ウイ ルス は 68925 pA に よる Lp 及び Sp ウイ ルス 増殖 が 干渉 され る の を 
上 ウゥ イル ス 産 生 が 抑制 され 上 記 の 試料 の イン ター フェ 認め た . (Table 3) 
ロン 様 活性 に 対す る Lp ウイ ルス の 感受 性 は Sp ウイ 
ルス の それ より 著しく 高い こと が 判っ た . Table 3. Interference of rubella virus to the 
infection of Lp and Sp variant viruses 
. 3 in Green monkey kidney cells. 
Table 2, Effect of interferon-like substance on 
TBE IOP Dandie VANE yiring first challenge | second challenge degree 
in HeLa cells. virus virus of CPE 
: 25 of | 
HeLa cells virus 24 hours Gee rubella 0 
treated with IF| Sp | 3.17x104PFU/ml| 16% rubella | Lp variant 0 
not treated Sp |3.73x104PFU/ml — Ei it 4n 
treated with IF| Lp |2.35x104PFU/ml| 68% 8 Sp variant 0 
not treated Lp |7.25x104PFU/ml — 
: ; Sp variant 世 
IF…… interferon-like substance, 
HH: complete cell destraction. 
考 察 と ま と め 


いて の 詳細 な 記載 を 欠い で いる の で 明らか で な い . 

著者 は ECHO ウイ ルス 11 型 の 感染 形式 の 追 宛 を 目 
的 と し た ECHO ウイ ルス 11 型 の 持続 感染 に 関す る 研 
究 を 進め る うち , 須藤 (1963) が 指摘 し た と 思わ れる 
plaque 変異 ウイ ルス が ECHO ウイ ルス 11 型 の 標準 
株 で ある Gregory 株 に 混在 する の を 認め た . ECHO 
ウイ ルス 11 型 の 標準 株 は 1965 年 当 研 究 室 で 分 与 を う 
け て 以来 HeLa 細胞 で 継 代 し 保存 ウイ ルス 株 と し て 
取扱 っ て いる . 従っ て Barron and Karzon (1959) 
が 明らか に し た ECHO ウイ ルス 4 型 の Pesascek, 
Du Toit 及び Shropshire の 各 株 の 性 状 変異 や 
Barron and Karzon (1965) に よっ て 記載 され て い 
る ECHO ウイ ルス 6700 m 及び mr 変異 ウイ ル 
ス が サル 腎 細 胞 で 継 代 され た 場合 の 所 見 で ある の と 事 
情 を 異 に し て いる . 

サル 腎 細 胞 を 用 いて 風疹 ウイ ルス の 増殖 に よる Lp 
及び Sp ウイ ルス の 被 和 干渉 能 は 細胞 変性 を 指標 と する 


ECHO ウイ ルス 11 型 の 性 状 に 関す る 研究 51 


限り 両者 の 間 に 異 っ た 態度 は み ら れ な か っ た が , 風疹 
ウゥ ウイ ルス に よっ て 産生 さき れる イン ター フェ ロン に 対す 
る Lp 及び Sp ウイ ルス の 態度 に つい て は 明らか で 
な い . 

—Jj plaque の 形態 性 状 を 基 に し て ECHO 11, 
4 6 各 型 の 変異 ウイ ルス に つい て 比較 対比 する と 
ECHO ウイ ルス 11 型 の Lp ウイ ルス は , plaque の 
性 状 で は ECHO 6 型 の B-phase で ある m+ 変異 ウ 
イル ス や ECHO ウイ ルス 4 型 の Du Toit 株 に 相当 
し , 細胞 変性 作用 が 弱く , 細胞 内 ウイ ルス 量 が 低い な 
どの 点 で は 類似 の 傾向 と いえ る . 

また ECHO ウイ ルス 11 型 の Sp ウイ ルス は ECHO 
ウイ ルス 6 型 の S-phase で ある m 変異 ウイ ルス や 
ECHO ウイ ルス 4 型 の Pesascek 株 や Shropshire 
株 に 相当 し 細胞 変性 作用 が 強く 高い 感染 価 を 示す な ど 
の 点 で は 同様 の 傾向 で ある . 

し か し , ECHO ウイ ルス 11 型 の Lp 及び Sp ウイ 
ルス の 血清 学 的 性 状 は , ECHO ウイ ルス 4 型 や 6 型 
の 場合 と や や 趣 を 異 に し て いる . 即ち ECHO ウイ ル 
ス 6 型 の S-phase (m 変異 ウイ ルス ) は 自 原 抗 血 清 
で は よく 中 和 さ きれ, B-phase (m* 変異 ウイ ルス ) の 
抗 血清 で は 中 和 さ れ 難 い が , m+ 変異 ウイ ルス は 両 血 
清 で よく 中 和 き され る こと が 述べ られ て いる . (Barron 
and Karzon, 1959, 1965), し か し , ECHO ウイ 
ルス 11 型 の Sp ウイ ルス は 自 原 の 抗 血清 で は break- 
through が 著しく 中 和 き され 難い に も か か わら ず , tt 
LP ウイ ルス 血清 で Lp ウイ ルス の 場合 と 同じ く 苑 っ 
て よく 中 和 さ れる 特異 な 現象 を 示し た . 一 方 Lp ウ 
イル ス は 自 原 の み な ら ず 抗 Sp ウイ ルス 血清 で も よく 
中 和 さ れ た . これ ら の 所 見 は ECHO ウイ ルス 6 型 の 
S.phase と Sp ウイ ルス 及び B-phase と Lp ウイ 
ルス と は それ ぞ れ plaque 性 状 で は 類似 で あっ た が , 
血清 学 的 性 状 で は 全く 逆 の 立場 を と っ て いる こと を 示 
し て いる . 


稿 を 終る に 当り 福 見 前 教授 の 御 指導 に 感謝 し , 
に 深 基 の 謝意 を 表し ます . 
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以上 の 所 見 か ら , ECHO ウイ ルス 11 型 の 同定 に は 
Sp ウイ ルス を 考慮 し た 上 で 抗 Lp ウイ ルス 血清 を 使 
用 する 必要 が ある と 考え る . 

著者 が 今回 明らか に し た ECHO 11 型 ウイ ルス の 
plaque 変異 株 の 性 状 を まとめ る と 次 の よう で ある . 


1 TLp ウイ ルス の 性 状 

(1) plaque の 大 き さ は 4.0—6.0 mm で ある . 

(2) HeLa 細胞 内 の ウイ ルス 量 は Sp ウイ ルス より 
低い が , 放出 ウイ ルス 量 は Sp と 変 ち な い . 

(3 HeLa 細胞 へ の 吸着 は 著しく 悪い . 

(4) HeLa 細胞 に 対す る 変性 作用 は 弱い . 

(5 50C 20 分 の 加熱 (Ca, Mg イオ ン を 除い た 緩 
W) で 著しく 不 活化 され る . 

(6) Rubella ウイ ルス に よる 被 干渉 は 著 明 で ある . 

(7) Interferon 様 物質 に 対し て 感受 性 で ある . 

(8) breakthrough 現象 は な い . 

(9) Ht Lp ウイ ルス 血清 は 自 原 ば か り で な く Sp ウ 
イル ス を も ゃ 良く 中 和 す る . 


2 Sp ウイ ルス の 性 状 

(1) plaque の 大 き さ は 0.5—1.0 mm CHS, 

(2) HeLa 細胞 内 の ウイ ルス 量 は Lp の 10 倍 以上 
で ある が 放出 ウイ ルス 量 は Lp と 変ら な い . 

(3) HeLa 細胞 へ の 吸着 は よい . 

(4 HeLa 細胞 に 対す る 変性 作用 は 強い . 

(5 50C 20 分 の 加熱 (Ca, Mg イオ ン を 除い た 緩 
衝 液 ) で は 不 活化 さ れ 難 い . 

(6) Rubella ウイ ルス に よる 被 干渉 は Lp と 同じ く 
著 明 で ある . 

(7 Interferon 様 物 質 に 対す る 感受 性 は 弱い . 

(8) breakthrough 現象 は 著しい . 

(9) Pi Sp ウイ ルス 血清 で も Sp ウイ ルス は 中 和 さ 
れ 難 い . 


本 研究 に 関す る 直接 の 御 指導 , DB GT MEUSE 
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